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砺
波
市
の
庄
南
小
学
校
と
鷹
栖
小
学
校
の

4
年
生
を
対
象
に
、
社
会
科
授
業
の
一
環
と

し
て
、
庄
川
合
口
堰
堤
現
地
見
学
会
と
、
庄
川

合
口
堰
堤
と
水
利
用
等
に
関
す
る
出
前
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
合
口
堰
堤
現
地
見
学
は
庄

川
沿
岸
用
水
土
地
改
良
区
連
合
が
説
明
を
行

い
、
合
口
堰
堤
の
水
を
利
用
し
発
電
し
て
い

る
新
明
発
電
所
の
現
地
見
学
は
庄
西
用
水
土

地
改
良
区
が
説
明
を
行
い
、
学
校
で
の
授
業

は
砺
波
農
林
が
行
い
ま
し
た
。 

本
活
動
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
お

い
て
、
合
口
堰
堤
が
重
要
な
農
業
施
設
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
理
解
を
深
め
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

10
月
27
、
28
日
に
南
砺
市
百
町(

旧
福
野
町)

地
内
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
農
機
の

実
証
と
し
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
植
付
栽
培
機
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
機
は

GPS
を
利
用
し
て
自
動
走
行
が
可
能
で
あ
り
、
球
根
を
ネ
ッ
ト
で
上
下
か
ら
挟
み
込
ん

だ
形
で
植
付
け
、
収
穫
時
は
ネ
ッ
ト
を
巻
き
取
る
だ
け
で
良
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

 
 

 

（１面） 

・県営農地整備事業「南般若地区」完工式 

・小学 4年生へ向けた出前授業の開催 

・チューリップのネット植付栽培機について 

・スマート田んぼダム実証事業の実施状況について 

（２面） 

・砺波土地改良協議会 要請活動 

・横田副知事現地視察 

・富山県多面的機能支払推進研修会 

・南砺福野高校生の建設現場見学会 

・「ワクワクとやま」むらづくり推進大会の開催 
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今
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
田
ん
ぼ
ダ
ム
実

証
事
業
」
で
は
、
9
月
22
日
ま
で
に
全
11
組
の
自
動
給
排
水

栓
の
設
置
が
完
了
し
、
観
測
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
9

月
17
日(

金)

に
は
本
県
及
び
他
7
県
を
含
む
本
事
業
関
係

者
に
向
け
た
WEB
会
議
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
対
象

ほ
場
（
対
策
を
講
じ
な
い
田
）
と
従
来
型
田
ん
ぼ
ダ
ム
ほ
場

(

排
水
桝
に
木
の
堰
板
を
設
置
す
る
田)

に
比
べ
て
、
ス
マ
ー

ト
田
ん
ぼ
ダ
ム
ほ
場
は
自
動
給
排
水
栓
に
よ
っ
て
排
水
路
の 

 

県
営
農
地
整
備
事
業
「
南
般
若
地
区
」

の
完
工
式
が
11
月
3
日
（
水
・
祝
）
に
、
南

県
農
林
水
産
部
次
長
、
夏
野
市
長
、
米
原

県
議
会
議
員
、
瘧
師
県
議
会
議
員
、
島
崎

砺
波
市
市
議
会
議
員
を
は
じ
め
地
元
関

係
者
、
工
事
関
係
者
な
ど
多
数
出
席
の
も

と
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

本
地
区
は
、
砺
波
平
野
の
北
東
側
に
位

置
し
、
昭
和
43
年
～
昭
和
46
年
に
か
け

て
30

a
区
画
の
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
、
整
備
後
約
50
年
の
経
過
と
と
も

に
老
朽
化
に
よ
っ
て
施
設
の
維
持
管
理
に

多
大
な
労
力
を
要
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
平
成
26
年
度
に
「
南
般
若
地

区
」
が
着
工
し
9

,

8

7

9
ｍ
の
用
排

水
路
整
備
、
1.6

ha
の
区
画
整
理
、
3.2

ha

の
客
土
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業

を
機
に
地
区
内
農
地
の
集
積
率
は
向
上

し
、
今
後
よ
り
一
層
活
力
に
満
ち
た
農
業

農
村
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

県
営
農
地
整
備
事
業
「
南
般
若
地
区
」
完
工
式 

ス
マ
ー
ト
田
ん
ぼ
ダ
ム
実
証
事
業
の 

実
施
状
況
に
つ
い
て 

流
量
を
調
整
で
き

て
い
る
と
い
う
デ

ー
タ
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
富
山
県
で

は
、
雪
が
降
る
前

の

12

月
ま
で
観

測
を
続
け
、
そ
の

デ
ー
タ
を
基
に
、

国
が
年
度
内
に
結

果
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。 

R3.11.1 合口堰堤現地見学 

 

従
来
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
植
付
け
は
、
機
械
で
土
に

穴
を
開
け
、
人
の
手
で
球
根
を
植
え
る
と
い
う
手
間
の

か
か
る
作
業
で
あ
り
、
収
穫
に
つ
い
て
も
、
機
械
で
球

根
を
掘
り
起
こ
し
た
後
、
人
の
手
で
回
収
す
る
と
い
う

方
法
を
取
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
本
栽
培
機
に
よ
り
、

人
手
を
大
き
く
削
減
で
き
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
ま

す
。
今
後
は
試
行
を
重
ね
、
機
械
を
よ
り
良
く
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
ネ
ッ
ト
植
付
栽
培
機
に
つ
い
て 

小
学
4
年
生
へ
向
け
た
出
前
授
業
の
開
催 

 

↓11/17（水）の北日本新聞にも掲載されました。 

収穫時はネット 

端部を引っ張る チューリップ植付栽培機 

植付完了風景 

R3.11.19 新明発電所現地見学 
R3.11.18 鷹栖小学校授業 

R3.11.16 庄南小学校授業 

雨水貯留中のスマート田んぼダム 

自動排水栓 

整備水路 

←経営体育成基盤整備事業 
南般若地区推進委員会  

松永委員長 ご挨拶 
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10
月
18
日(

月)

に
富
山
産
業
展
示
館

（
富
山
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
）
に
て
富
山
県
多

面
的
機
能
支
払
推
進
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
講
演
２
件
「
農
業
用
水
路

の
補
修
に
お
け
る
留
意
点
」
、「
防
草
シ
ー

ト
を
用
い
た
効
果
的
な
雑
草
対
策
」
の
ほ

か
、
各
種
団
体
等
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

水
路
補
修
材
や
防
草
シ
ー
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
水

門
、
草
刈
機
等
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

編
集
後
記 

今
年
の
夏
は
、
長
雨
や
猛

暑
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
第
五
波
と
い
っ
た

辛
い
こ
と
が
多
々
あ
り
、
世

間
で
は
自
粛
の
日
々
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
収
束
傾
向
に
伴
い
、
当
た

り
前
の
日
常
が
少
し
ず
つ

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

夏
を
満
喫
で
き
な
か
っ
た

み
な
さ
ん
に
は
、
今
後
充
実

し
た
日
常
生
活
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

http://www.pref.toyama.jp/branches/1633 

ブログやっています。 

“とやま水土里探訪ブログ” で検索を！ 

http://facebook.com/toyama.nousonsebi 

富
山
県
多
面
的
機
能
支
払
推
進
研
修
会 

横
田
副
知
事
現
地
視
察 

砺
波
土
地
改
良
協
議
会 

要
請
活
動 

砺
波
土
地
改
良
協
議
会
４
名
（
岩
田
会
長
、

紫
藤
副
会
長
、
吉
田
理
事
、
松
岡
事
務
局
長
）

が
、
11
月
8
日(

月)

に
農
林
水
産
省
を
訪
問

し
、
橘
衆
院
議
員
及
び
堂
故
参
院
議
員
同
行
の

も
と
、
宮
崎
雅
夫
農
林
水
産
省
政
務
官
に
令
和

４
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
の
予
算
確
保
等

の
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

要
望
書
を
手
交
し
た
後
、
農
地
の
大
区
画
化

や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
ス
ト
マ
ネ
庄
西
地

区
及
び
国
営
付
帯
県
営
庄
川
左
岸
地
区
の
事

業
促
進
、
土
地
改
良
区
の
体
制
強
化
の
支
援
に

つ
い
て
要
請
。
岩
田
会
長
よ
り
、
来
年
２
月
に

南
砺
市
内
の
５
土
地
改
良
区
が
合
併
し
、
県
内

最
大
規
模
の
土
地
改
良
区
が
誕
生
す
る
た
め
、

合
併
を
契
機
と
し
て
、
特
に
整
備
要
望
が
多
い

農
地
整
備
事
業
の
事
業
促
進
と
職
員
の
人
材

育
成
・
確
保
の
た
め
の
公
的
支
援
の
要
望
に
対

し
、
宮
崎
政
務
官
よ
り
「
ま
ず
は
令
和
４
年
度

の
予
算
確
保
に
努
め
、
支
援
に
つ
い
て
も
今
後

知
恵
を
出
し
て
い
き
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。 

農
業
農
村
整
備
事
業
等
関
係
施
設
の
横
田
副
知
事
現
地
視
察
が
、

10
月
26
日(

火)

に
砺
波
・
高
岡
管
内
で
行
わ
れ
、
当
管
内
で
は
、

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
「
庄
川
左
岸
地
区
」
で
造
成
し
た
岸
渡
洪

水
調
整
池
及
び
地
す
べ
り
対
策
事
業
「
峰
２
期
地
区
」
の
対
策
状
況

を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。 

岸
渡
洪
水
調
整
池
で
は
、
庄
川
左
岸
地
区
に
お
け
る
用
水
及
び
防

災
対
策
の
全
体
概
要
と
整
備
状
況
、
洪
水
調
整
池
の
し
く
み
や
事
業

効
果
を
説
明
し
、
溢
水
被
害
軽
減
の
効
果
等
の
質
疑
に
対
し
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
峰
２
期
地
区
で
は
、
ア
ン
カ
ー
工
事
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
予
定
、
地
す
べ
り
へ
の
監
視
態
勢
を
説
明
し
ま
し
た
。
現
場
で
の

説
明
中
、
現
在
避
難
中
の
倉
田
氏
と
お
会
い
し
、
対
策
工
事
の
早
期

完
成
の
要
望
を
受
け
、
横
田
副
知
事
か
ら
は
、
避
難
生
活
へ
の
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
と
「
対
策
完
了
に
向
け
早
期
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

南
砺
福
野
高
校
生
の
建
設
現
場
見
学
会 

「
ワ
ク
ワ
ク
と
や
ま
」
む
ら
づ
く
り
推
進
大
会
の
開
催 

11
月
1
日(

月)

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル
に
て
「
ワ
ク
ワ
ク
と
や
ま
」
む
ら
づ
く
り
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
大
会
の
開
催
趣
旨
は
、
農
業
・
農
村
の
振
興
と
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
る
た
め
、
多
面
的
機

能
支
払
制
度
や
中
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
等
の
活
動
組
織
関
係
者
が
参
加
し
、
各
種
取
組
の
必

要
性
や
成
果
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
活
動
指
導
者
の
情
報
交
換
を

行
う
も
の
で
す
。 

11
月
８
日
（
月
）
に
一
般
社
団
法
人
富
山
県
建
設
業
協
会
主
催
の
「
高
校
生
の
建
設
現
場
見
学

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
設
業
の
役
割
や
重
要
性
等
を
高
校
生
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
た
本
見
学
会
に
は
、
富
山
県
立
南
砺
福
野
高
等
学
校
の
農
業
環
境
科
の
生
徒
33
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
「
ほ
場
整
備 

石
黒
東
部
地
区 

ほ
場
整
備
第
18
工
区
工
事
」
を
見
学
現
場
と
し
、
ほ
場
整

備
事
業
の
概
要
や
効
果
、
施
工
の
流
れ
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
当
地
区
で
は
、
ほ
場
の
大
区
画
化
を
中

心
に
用
排
水
路
、
道
路
等
の
整
備
を
し
て
お
り
、
高
校
生

の
皆
さ
ん
に
は
整
備
中
の
大
き
な
ほ
場
を
近
く
か
ら
見

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
施
工
業
者
か
ら
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
測
量

に
つ
い
て
の
話
や
、
技
術
者
を
目
指
す
高
校
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
見
学
会
が
高
校
生
の

建
設
業
界
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
入
職
促
進
に
繋
が

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

岸渡洪水調整池 

地すべり峰２期

大
会
で
は
、
県

内
活
動
組
織
６
団

体
が
農
村
振
興
・

環
境
保
全
優
良
活

動
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
砺
波
管
内

か
ら
は
、
田
ん
ぼ

ダ
ム
等
の
取
組
み

が
評
価
さ
れ
た

「
江
波
地
区
環
境

保
全
推
進
委
員
会

（
砺
波
市
）
」
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

よ 

な 

み 


